
船橋に備え置いてください！
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の地域的参考情報

１ 豆酘港の気象・海象の特性
・年間を通じて北風が多く、次いで北西風が多い。

２ 台風に関する勧告基準

３ 付近海域の特徴

！ 各海域（港）最寄りの海上保安庁の事務所や地方運輸局で配布している走錨
事故防止ガイドラインとともに、船橋に備え置いてください。

・港は湾口の幅より湾入の長さが短く、外洋の風浪がまともに入って、北以外の風
を避けることができない。

・北西～北風時には各種船舶の好避泊地になるが、南風にはさらされる。
・風波の大きいときには停泊が危険である。
・沿岸部に定置漁具等が設置されている。

豆酘港

警戒体制 基準 措 置

第１警戒体制
（警戒勧告）

港則法第３９条第４項

台風の強風域が対馬
市に到達すると予想
される１２時間前

１ 在港船舶は荒天準備を行い、必要に応じ直ちに運航できるよう準備する。
２ 工事作業船は係留を強化するとともに、工事資材等の流出防止措置をとる。
３ 錨泊船は船橋当直を強化し、走錨防止対策をとる。
４ 国際ＶＨＦ等により海上保安庁との連絡手段を確保する。
５ ＡＩＳ搭載船舶はＡＩＳ装置の常時作動を確認する。
６ 台風の影響の少ない他の海域へ避難する船舶は、十分余裕のある時期に避難を開始すること（※早期勧告発出時）

※台風の勢力が大きく「最大風速４０m/s以上」の台風が対馬に到達すると予想される場合には早期に勧告を発
出する場合がある。

第２警戒体制
（避難勧告）

港則法第３９条第４項

台風の暴風域が対馬
市に到達すると予想
される６時間前

１ 在港船舶は係留を強化し、厳重な警戒態勢をとる。
２ 総トン数５００トン以上の船舶は、港外へ避難する。
３ 錨泊船は走錨防止対策を強化して厳重な警戒態勢をとり、必要に応じて安全な海域に避難する。
４ 国際ＶＨＦを常時聴取し、海上保安庁からの連絡に備える。
５ ＡＩＳ搭載船舶は、ＡＩＳ装置の常時作動を確認するとともにメッセージの受信に注意する。

緊急連絡先 対馬海上保安部交通課 TEL：0920－52－0643


